
大
阪
市
廃
止
「
都
構
想
」

住
民
投
票
で

２
度
否
決

「
都
構
想
」
は
大
阪
市
を

廃
止
し
特
別
区
に
分
割
し
て
、

政
令
指
定
都
市
と
し
て
の
権

限
と
財
源
を
大
阪
府
に
吸
い

上
げ
る
構
想
で
す
。
15
年
５

月
と
20
年
11
月
の
２
度
の
住

民
投
票
で
大
阪
市
民
に
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

吉
村
氏
自
身
も
２
度
目
の

否
決
を
受
け
て
「
『
都
構
想
』

に
挑
戦
す
る
こ
と
は
な
い
」

と
言
明
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
副
首
都
の
た
め

に
都
構
想
」
と
言
い

ま
す
。

し
か
し
、
法
案
は

●
副
首
都
と
は
首

都
機
能
を
代
替
で

き
る
地
域
、

●
要
件
：
国
の
出

先
機
関
な
ど
が
立

地
し
て
お
り
、
経

済
・
人
口
規
模
や

地
方
行
政
の
体
制

に
基
準
設
定

＊
特
別
区
の
設
置

は
必
須
と
し
な
い

と
い
う
も
の
で
す
。

お
か
し
い
！

３
度
目
！

勝
つ
ま
で

ジ
ャ
ン
ケ
ン
！

吉
村
府
知
事
は
任
期
途
中

に
突
然
、
３
度
目
の
「
都
構

想
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
横
山
大
阪
市
長

と
と
も
に
「
出
直
し
ダ
ブ
ル

選
」
を
、
こ
の
２
月
の
総
選

挙
と
同
日
に
強
行
し
ま
し
た
。

２
人
は
再
選
さ
れ
「
都
構

想
は
信
任
さ
れ
た
」
と
述
べ

ま
し
た
が
、
知
事
選
の
白
票
・

無
効
票
は
10
・
３
％
、
大
阪

市
長
選
に
至
っ
て
は
13
・
８

％
の
過
去
最
高
に
達
し
ま
し

た
。任

期
は
来
春
ま
で
で
変
わ

り
ま
せ
ん
。

28
億
円
も
費
や
す
選
挙
に

批
判
が
渦
巻
き
ま
し
た
。

今
で
も
府
市
一
体

２
度
の
住
民
投
票
否
決
を

受
け
て
「
維
新
の
会
」
は
、

開
発
、
経
済
政
策
等
を
一
体

と
な
っ
て
進
め
る
た
め
、
様
々

な
し
く
み
や
条
例
を
決
め
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在

「
大
阪
府
と
大
阪
市
に
よ
る

二
重
行
政
」
は
既
に
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
点
か
ら
も
大
阪

市
解
体
の
「
都
構
想
」
は
要

り
ま
せ
ん

狙
い
は
集
中
・
開
発

大
阪
市
の
権
限
・
財
源
を

府
に
移
し
た
い
の
は
カ
ジ
ノ

推
進
や
「
副
首
都
」
整
備
を

名
目
と
し
た
集
中
巨
大
開
発

を
進
め
る
た
め
で
す
。

い
ま
必
要
な
の
は
市
民
の

健
康
と
暮
ら
し
の
た
め
に
、

政
令
市
の
権
限
と
財
源
を
生

か
す
政
策
で
す
。

№２３１４ 泉北教育 ２０２６年 ６月 ２９日 （２）

教職員の生活と権利を守るため、泉北教組に加入しましょう

大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
特
別
区
」
に
分
割
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
」
構
想
の
制
度
案
を
つ
く
る

法
定
協
議
会
の
初
め
て
の
会
合
が
６
月
12

日
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
阪
市
廃
止
推
進
の
「
維
新
の
会
」
の
委
員
の

み
の
出
席
で
し
た
。
こ
こ
に
「
維
新
の
会
」
の
暴

走
が
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。6月22日の忠岡町教育委員会定例

会で次のことが報告されました。

体育館空調工事の業者決がき
まる。工事終了予定は、

忠岡小：１１月末
東忠岡小、忠岡中；２月末

これで熱中症の危険もずいぶん軽減します。

・現在のプロジェクター、スクリーンの更新時期を迎えた。

・各校で「デモ機」を試行する中、電子黒板の導入を決めた。

・画面の大きさ７５インチ、キャスター付きで移動できる。

・今あるプロジェクター、スクリーンのうち、まだ使用できる
もので、学校からの希望があれば教育委員会の責任で校内
移設を行う。移設の希望がなければ撤去する。

・全体で２００台設置する。各校には普通教室分＋６～７台を

設置する。この６～７台の配置は各校で決める。

・冬休みに工事を行い、３学期から使えるようにしたい。

・教職員に対して「使用方法」などの説明を行いたい。

先日の６月市議会で承認された「電子黒板の導入」
について市教委（教育総務課）から、次のような説明が
ありましたので、お伝えします。


